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通りである。修士課程は 1 年次に10名（内， 1 名休学中，臨
床系10名）， 2 年次以上に18名（基礎系 3 名，臨床系15名），
博士後期課程では， 1 年次に 3 名， 2 年次に 1 名， 3 年次以















4 名，学部学生 9 名という構成で，それぞれ修士論文，卒業
論文，プレ卒論に，真摯に取り組んだ 1 年間でした。














































Moe Nagahata and Hiroshi Ishikane (2013). Attentional bias 
for body-related visual stimuli in eating disorder tenden-
cy. Vision Sciences Society 13th Annual Meeting, Naples, 
Florida, USA.
Moe Nagahata and Hiroshi Ishikane (2013). EEG Alpha and 
beta power characteristics in high body dissatisfaction 
women. The 36th Annual Meeting of the Japan Neurosci-
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Ogawa, Y., Takei, Y., Koga, H., Shimada, M., Nagao, A., Sa-
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25年 3 月に 4 名の卒業生を排出し，今年度は 4 年生 2 名，








































Y. Okamura, M. Ehara, Y. Nakajima, E. Otsuka, M. Akaishi, 
& K. Yoshinaga (2013). Comparison of the Behavior Rat-
ing Inventory of Executive Function in English and Japa-
nese. 2013 Mid-Year Meeting of International Neuropsy-
chological Society Amsterdam, The Netherlands July 10-
13.
平成24年度　専修大学心理教育相談室認知訓練教育相談室第
1 回～第 5 回
平成25年度　専修大学心理教育相談室認知訓練教育相談室第
1 回～第 8 回
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Okada, K. (2013). Bayesian Evaluation of Compensation in 
Multidimensional Item Response Models. Ishigaki Inter-
national Conference on Modern Statistics Theories, Prac-
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Takahashi, Y., Sawa, K., & Okada, T. (2013). The diurnal 
variation of performance of the novel location recognition 












Sekiguchi, K., Ushitani, T., & Sawa, K. (2013). The use of 
multiple landmarks by humans (Homo sapiens) in open-
field search task. The 20th Annual International Confer-
ence on Comparative Cognition, Melbourne, Florida, USA, 
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ます。平成25年度の室員構成は，教員 1 名，大学院生 1 名













たことと思います。研究成果は，Social Psychology Bulletin 






































山上研では，平成25年 3 月に 3 名の卒業生（藤田美貴さ
ん，石黒良和さん，山上希織さん）を輩出しました。その
内，石黒さんは本学大学院に合格されましたが25年度は休学
し26年に復学の予定です。また 4 月には 4 名の新 3 年生を迎
え， 4 年生 5 名， 5 年次以上 4 名の総勢13名となりました。
平成25年 3 月15日には，総ページ数100ページの専修大学
山上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.3を刊





























発表　 1 AM 5 ．
山上精次（2013）．回想　日本心理学会第76回大会，Annals 







































の 2 ― 1 歳半児，および， 2 歳児の母親用モデル．小児保
健研究，72（5），690-698．
吉田弘道（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究　その
















































































































































































二階堂　隆　“ 地 ” の性質を持つ主観的輪郭の知覚に影響す
る要因についての検討（中沢）
平井　叶実　大学生活不安と社会的スキル及びレジリエンス
の関連性―質問紙及びロールシャッハ・テストを用いて
（藤岡）
佐藤　　駿　知覚される時間と運動視の関連―対象の運動お
よびそれに先行する運動の影響（中沢）
石井　里穂　「星と波テスト」の描画特徴と気分・人格特性
の関係―POMS，集団ロールシャッハ・テストを用いた数
量的分析（高田）
秋葉　佳祐　事象関連電位による視覚探索課題に関連する神
経機構の分析（石金）
兼松　太郎　バウム・テストの空間使用量と Jung のタイプ
論の検討（国里）
田島　聖也　自責を伴う傷つき事態における立ち直りに関す
る研究―当事者の視点による他者からの対応の効果の検討
（下斗米）
古田　詩織　事象関連電位における相貌的知覚における表情
認知の分析（石金）
大岡　駿介　対人不安，嘘の機能的分類および他者との関係
性が欺瞞性の認知に与える効果の検討（山上）
太田　純平　CPP 法を用いた文脈変化によるニコチン依存
の再燃・再発モデル作成への試み（澤）
成島　絹登　全国小学校教員に対する発達障がいについての
知識調査（長田）
菅波　里美　自己関係づけと過剰適応傾向，及び対人ストレ
スの関連について―質問紙法及びロールシャッハ・テスト
を用いて（藤岡）
木村　友香　自己関係づけと過剰適応傾向，及び対人ストレ
スの関連について―質問紙法及びロールシャッハ・テスト
を用いて（藤岡）
鹿柴　綾子　他者との関係性が隠蔽表情に及ぼす影響（大久
保）
池田　紗苗　大量殺人犯の対人関係の比較～大阪附属池田小
事件と秋葉原無差別殺傷事件～（村松）
岡添　将志　恋愛スタイルと性的嗜好がレイプ神話に及ぼす
76
効果～ロリータコンプレックスとマダムコンプレックスの
比較～（越智）
Ⅳ．優秀卒業論文
次の11名の卒業論文が優秀卒業論文に選出されました。心
理学研究室として賞状を贈呈し，栄誉を永く讃えます。
HP22-0002H 杣取　恵太（指導教員：村松　励）
HP22-0003F 佐々木若奈（指導教員：石金浩史）
HP22-0012D 齊藤やちほ（指導教員：石金浩史）
HP22-0023J 石倉　　幸（指導教員：大久保街亜）
HP22-0029H 鈴木　小萩（指導教員：下斗米淳）
HP22-0037H 中橋　飛鳥（指導教員：高田夏子）
HP22-0058J 頓所　果菜（指導教員：下斗米淳）
HP22-0067G 平井　叶実（指導教員：藤岡新治）
HP22-0070F 佐藤　　駿（指導教員：中沢　仁）
HP22-0071D 石井　里穂（指導教員：高田夏子）
HP22-0082J 鹿柴　綾子（指導教員：大久保街亜）
Ⅴ．修士論文題目
平成25年度は，14名の学生が修士論文を提出し（平成26年
1 月10日提出締切），論文審査と口述試験に合格し，修士
（心理学）の学位が授与されました。以下に学生氏名と論文
題目（主・副指導教員名）を記します。
伊藤　唯海　親との葛藤が青年期における自立へ及ぼす影響
―家族機能との関連から（高田・中沢）
山中　麻未　親の養育態度認知および両親間葛藤認知が青年
期の境界例心性に及ぼす影響（岡村・岡田）
田淵　由衣　青年期における日常的な回想と充実感との関連
（岡村・下斗米）
西川　泰那　非行化と立ち直りのきっかけについて―ソーシ
ャルサポートに焦点を当てて（村松・岡田）
白濱　孝章　両親の夫婦間葛藤認知からの非行研究（村松・
山上）
坂入　美嘉　青年期における一般他者への愛着が対人情報処
理に及ぼす影響の研究（長田・大久保）
古内さや子　就学前児のレジリエンスと問題行動の関連（長
田・石金）
坂上千佳子　大学生を対象にしたうつ病に関するメンタルヘ
ルスリテラシー尺度の作成（岡村・山上）
山下　花緒　ネット依存傾向に対する予防的モデルの検討―
大学生の日常ストレスと対処方略（長田・山上）
判澤　悠麻　大学生の学生相談に対する援助要請行動モデル
の検討―計画的行動理論の適用（村松・岡田）
内山なつみ　自立と自尊感情の関連について―母子画からみ
た青年期の母親イメージ（高田・下斗米）
新川　夏美　テレビゲームの属性が攻撃行動・認知反応・感
情反応に及ぼす効果についての研究（藤岡・中沢）
齋藤　公誉　社会的状況における注意の焦点が社交不安の喚
起に及ぼす影響（藤岡・石金）
齋藤　真也　ワーキングメモリ課題を用いた訓練によるワー
キングメモリ機能への効果に関する研究（岡村・大久保）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
平成26年 1 月24日から29日までの期間，修士論文研究のポ
スター発表が行われ，以下の 4 名のポスター発表が優れてい
ると認められました。
最優秀賞
ML12-7009K	 坂上千佳子
 （主指導：岡村陽子，副指導：山上精次）
優秀賞
ML12-7002B	 山中　麻未
 （主指導：岡村陽子，副指導：岡田謙介）
ML12-7005G	 白濱　孝章
 （主指導：村松　励，副指導：山上精次）
ML12-7012J	 判澤　悠麻
 （主指導：村松　励，副指導：岡田謙介）
Ⅶ．研究室専任教員異動
国里愛彦講師が平成25年度より着任されました。研究室一
同で国里先生を歓迎し，新しい力を加えて，新しい研究室を
作って参ります。
次頁に，これまでの研究室専任構成員の在職歴を表に示し
ます。
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